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A ア
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受
験
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イ
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B ウ
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氏
名
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エ
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自
己
形
成
の
糧
に
な
る

⑧

舌

眼
底
検
査

各2点　　　合計３０点

書
く
こ
と
は
読
書
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
多
く
の
も
の

(

知
識
や
考
え
な
ど

)

の
ほ
ん
の
一

部
し
か
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

※
読
書
が
与
え
る
も
の
の
大
き
さ
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
可

判
断

結
論

歯
サ
ギ

要
点

膝

胸 耳

シ
ン
ギ
カ
イ

ヒ
ブ
ン
シ
ョ
ウ

血
管
が
拡
張

四 三 二

イ
シ
キ
シ
ョ

ウ
ガ
イ

ジ
ュ
ウ
ナ
ン
セ
イ

疎
外
感

図
る

問
三

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
基
礎
作
り
に
な
る

知
ら
な
い
世
界
を
知
る
。

他
の
人
の
考
え
を
知
る
。

自
分
に
無
い
知
恵
が
深
ま
る
。

な
ど

自
分
と
っ

て
読
書
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
可
。

美
原
看
護
専
門
学
校
　
令
和
八
年
度
　
一
般
入
試
Ⅰ
　
現
代
の
国
語
総
合
問
題
解
答

得点

一

問
七

様
々
な
経
験
や
他
者
と
の
関
わ
り
、
成
功
や
失
敗
を
通
し
て
自
分
自
身
の
性
格

や
価
値
観
、
生
き
方
な
ど
を
確
立
し
て
い
く
過
程
。
※
自
分
の
生
き
方
、
考
え

方
，
性
格
な
ど
を
を
し
っ
か
り
確
立
い
く
こ
と
が
書
け
て
い
れ
ば
可
。

怒
り
に
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
気
持
ち
。

激
し
い
怒
り
。

※
怒
り
だ
け
で
は
不
可
。

⒞
　
　

動
詞

⒜
　

副
詞

⒝
　

助
動
詞

⒟
　

形
容
動
詞

読
書
を
し
な
さ
い
。
も
っ
と
本
を
読
み
な
さ
い


